




前稿（「文化」第45巻第3・4号所載）を承ける。翻訳の底本として， C.Pensa ed. 
「L'Abhisamayala:rpkara-vrttidi Arya-Vimuktisena」1967を用い，チペット
語訳 (D.No. 3787, P No. 5185), N. Dutt ed「ThePaiicavi:rpsatisahasrika 
Prajfiaparamita」，そのチベット語訳 (DNo. 3790, P No.5188), 更に，経部
























で菩薩摩詞薩は， 色は無常である， 色は苦である， 色は空である，色は無願で












定排除されるとせられるからである。 しかるに， 寂静の行相 をもって無相があ
ると説かれる， それは 事物の相に関連する声聞道に依るものであるから， これ
はそれと矛盾しない。無貪著などが行相であると 説かれる， こ �vこ観察せられ
る。もし先ず貪著のないことが無貪著であるというなら， その 様 な場合には

























































































して， あるいは不善として」， 乃至，「有として， あるいは非有として表わされ





というと， 見道に極近い無間にという点である。 ii�magata (媛位）という，
gata という表現は下・中・上の三類を知らしめるため，あるいは，下根などの
補特伽羅の区別に関しても， これの所縁などの区別 (15) をしらしめるた め であ
る。 miirdhagata (頂位）なども同様であると云われるべきである。 しかるに，
媛位は四諦の十六行相を所縁として持つといわれ， 媛に基づいて頂があり， そ
の（行相） も同様である等と（説明される）。 それはどの様にあるのかというと，
hara (環略）と vihara (僧院）とが同じ特相のものかどうか， これはまった＜
別の発想 (prasthana) である様にである。媛位を説ぎ了った。
頂位を述べよう。これらの因と摂持との 殊勝性と， 分別との相応とは， 先の
様に理解すべきである。 忍位と世第一法位についても頂位と 同様であると（知
るべきである）。
そこで頂位の所縁の殊勝性に関しては 「世尊よ， 更に また， 菩薩を般若波羅







って（説かれている）。 そこで， 先の（色即ち空）により， 常住の辺を遮遣し，
(6) 























































































舎利子よ， 色ほ色の自性を離れている (29) 」， 乃至， 「それは何故かというと，
長老舎利子よ， 色の 自性 は非存在である。」等と 説かれている。 1 特相 の 自 性
(lak$a]J.a-svabhava)と自性の特相 (svabhava-lak$aJJ.a) とは相互にその自性
を行相としているから， 行相の殊勝性が：「長老舎利子よ， 特相の自性 と 特 相
とは離れている， 自性も自性の特相と離れている。(30)」と説かれる。そのうち，
特相は共通(samanya)であり， 自性ほ別の特殊(anyo vise$al:i) である。 そ
の両者が相互に自性を異にしている場合には， 如何なるものにも如何なる特相







貪欲を伴った心を起こさない。 (32)」， 乃至， 一切の煩悩を伴った心を起さぬが故
に身などの清浄を証得するということをもって， 又， 化生のもの(upapaduka)
が他の国土に(p. 63)渡り， それを浄化し， 有情を成熟することをもって， 正




ることはない…… 」と説かれる。 退失（減少： parihaJJ.i)の超過として，「彼は
決して母胎に生まれることがない。 常に化生のものである…… (33) 」と説かれる。
（忍の）上位の所縁の殊勝性としての 一切法無相の加行は，「もし色を（常住と
(10) 
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（忍の下位）色などの無自性性， それは非存在を自性とする。（中位）それら









摂持 (sa:rp.parigraha) は後に述べるであろうから， 今は（四種）分別 との関


























いない のに， 彼等は（それ ら ）諸法を分別して（その）名色に執着する。(47) 」
と説かれる。
(4)二辺に対する執着の分別(antadvayasakti-vo)は，「（彼等は諸法に執着し












を行ずる時に）般若波羅蜜を知覚しない， 見ない， とこ の様に学ぶならば，彼
等は一切相智性を知覚しないあり方で出離する·….. (51)」と（説かれる）。
(8)我などの分別(atmadi-vo)は，「舎利子よ， 我を知覚せず見ない，（それが）
極清浄であるから。」， 乃至，「同様に一切相智性を… … (52) 」と（説かれる）。
(9)清浄に関する生起などの分別 (visuddhav uptadadi-vo)は，「舎利子よ，
清浄は不生， 不成， 不現行である。 (53) 」と（説かれる）。
(14 } 





































有情， 命， 補特伽羅を知覚しない。•••」と， また「 それは何故かというと， 畢
覚清浄の故に ( 63), 我は存在せず知覚され ない。64)」と説かれる。 菫の考察はそ
（の我）の(p. 68)能対治であるからである。




同様に 意までを ， また ，「色を知覚しない」，乃至，「諸法 を 知覚しない。( 66)」と
説かれる。 処としての対象はそ（の作因 ）の我の能対治であるからである。
(4)見る主体 などの我の分別 (dra$tadyatma-vo) は，「舎利子よ， 眼と色と















知覚しない。(71) 」と説かれる。 身証 (kayasak!?in) の者達にとって修としての
対象がそれの能対治であるからである。
(9)目的達成の依持たる我の分別 (krtarthatadharatma-vo) は，「十力を知覚







若波羅蜜を学んでから， 一切相智性を随得するのでしょうか,,' と。 … (73)」と
説かれている。 それは九種である：
(1)施設された蘊の分別 (skandhaprajfiapti-vo) は， 「須菩提よ，汝はどの様に
考えるか，色と幻とは別であると」，乃至，「識と幻とは別であると考えるか。世
尊よ， そうではありません。(74)」と説かれる。 色 などは非実体のものとして，
堆積としての対象ではないからである。
(2)施設された処の分別 (ayatanaprajfiapti-vo) は， (p. 69) 「須菩提よ， 汝は
どの様に考えるか，眼と幻とは別であると考えるか」， 乃至，「意と幻とが別 で
ある」， 乃至，「法と幻とが別であると考えるか。 世尊よ， そう で は あ り ま せ
ん。(75)」と説かれる。 眼などが非実体として， 生起の門としての対象ではない
からである。
(3)施設された界の分別 (dhatuprajfiapti-vo) vま，「須菩提よ， 汝はどの 様 に
(17)
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考えるか， 眼と色と眼識とが幻と別であると考えるか。 … (76)」と説かれる。 そ
れらは非実体として， 種姓としての対象ではないからである。
(4)施設された縁起の分別(pratityasamutpadapra j ftapti-vo)は，「須菩提よ，




の様に考えるか， 三十七菩提分法と幻とが別であると考えるか。 … (78) 」と説か
れる。 それらは筏(kola)の管喩によって， 畢党（永久的）のものではないから
である。
(6)施設された見道の分別 (darsanamargapra j na pti-vo) は，「須菩提よ， 汝












か。 (82)」と説かれる。 それらは幻を自性とするから， 人(puru�a)として施設
される因相ではないからである。 諸蘊が幻と相互に（同一）自性であると認め
ることによって， また， 幻が生・滅などの否定の門より如何なるものも 一切相
(18) 

















(navaliyate), 長縮しない (nasarpliyate), 後悔することがない (navipratis紅i
bhavati) <85>」のこれら三句の説明句しま，順次に驚かない (nottrasyati),驚怖し


















































ることが饒益である /36/I (91) 
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aryamargas tena vicikitsa prahiil).iit satyanarp. ca vibhajanad idarp. dul).kha-
mayarp. yavat marga iti/tasya bhago darsanamargaikadesal)./tasyavahaka-
tvena hitatv函nnirvedhabhag1yani/」(P.Pradhan, ed. Abhidharmakosha-
bhiif?ya of Vasubandhu, Patna, 1967, p. 346, 1. 2-5; S. D. Shastri, ed. p. 
914, 1. 7-10). 
(25) 
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Hirofumi ISODA 
The translation, succeeding to Arya-Vimuktasena: Abhisamayala­
rpkara V:rtti (III) (Bunka, 45, 3.4), follows L'ABHISAMAYALA]\1KARA 
V�TTI DI ARYA-VIMUKTISENA (primo abhisamaya, ed. C. Pensa; p 
53, 1. 7-p. 72, 119) and the corresponding readings of the Tibetan version 
(D No. 3786, P No. 5185). 
In the passages quoted from Pancav叩atisiihasr遁Prajniipiiramitiis励tra,
I have consulted the text (the Paficavirpsatisahasrika Prajnaparamita ed. N. 
Dutt, 1934, p 119, 1. 11 p 160, 1. 14) and the corresponding readings of the 
Tibetan version (D No. 3790, P No. 5188), besides, the readings of various 
Chinese versions (大正 Nos. 220 第二会， 221,-...,23) as an representing 
older text. 
